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平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（県分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

133 小規模離島電力安定供給支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－２－（６）－ア

地域特性に応じた生活基盤の整備

担当部課名 年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１１－（２）

事業内容
　慶良間諸島における電力の安定供給の確保を図るため、沖縄本島と渡嘉敷島間を結ぶ電力供給設備の整備として、新たに22kV海底ケーブル
の敷設工事を行う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　　）

　商工労働部　産業政策課
事業実施

（予定）年度
平成 26 ～ 27

206,452

(c)増減額(b-a) － － － － 0

26年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 － － － － 206,452

(b)予算現額 －

　24年度 24年度(繰越) 25年度 25年度（繰越）

－ －

－ － － － －

Ａ．計(b+d) － － － －

(d)前年度繰越額

うち交付金充当額 － － － － 109,600

206,452

Ｂ．執行済額 － － － － 137,000

執行率（％）(B/A) － － － － 66.4%

Ｃ．次年度繰越額 － － － － 0

予算の状況の説明
・執行率は66.4％であり、管路工事に係る当初予定していた舗装範囲の減等による工事費の減額に伴う実績減（69,452千
円）が発生した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

沖縄本島～渡嘉敷島
海底ケーブル新設への支援事業実施

予算額・
執行額

【単位:千円】

－

目　標 － － 予定支援事業完了

実　績 － － 予定支援事業完了

達
成
状
況
説
明

・沖縄本島～渡嘉敷島間の海底ケーブル新設への支援するための補助事業を実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（○○年度）
24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目標値
（27年度）

・海底ケーブル陸揚げに係る陸上側メイン
工事（管路・人孔工事）の完了

目　標 － － －
渡嘉敷島の陸上
側送配電工事及

び物品購入

沖縄本島～渡嘉
敷島間のケーブ

ル敷設

実　績 － － －
渡嘉敷島の陸上
側送配電工事及

び物品購入
－

・電気料金【※（基本料金＋電力量料金単
価）に係る分】の上昇抑制を図る

目　標 － － －
電気料金の上

昇抑制

進
捗
状
況
説
明

・成果目標にある海底ケーブル陸揚げに係る陸上側メイン工事については、沖縄本島～渡嘉敷島間の海底ケーブル敷設工事のうち、渡
嘉敷島への送電設備（管路・人孔）及び配電設備（管路・人孔）構築を行うとともに物品購入を行ったことで目標を達成している。
・電気事業者による電気料金の改定が無く、事業効果として電気料金の上昇抑制が図られているということで目標を達成している。

電気料金の上
昇抑制

実　績 － － －
電気料金の上
昇抑制が図ら

れた
－



H26-No.133

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・平成27年度に予定してる工程においては、海上でのケーブル敷設作業を
予定していることから気象条件等により工期に影響が生ずる可能性がある。

・年度内に円滑に事業を執行出来るよう、事業者と連携を図りながら適切な執
行管理を行う必要がある。

205,483 137,000 109,600 27,400 0 0

今後の取り組み方針

・円滑な事業を執行に向けて、事業者と連携を図りながら適切に執行管理を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象外
経費

うち交付金
充当額

うち県負担金
うち市町村

負担金
その他

68,483

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○補助先である沖縄電力(株)の内規に基づき支出先を選定
している。
○予算規模は、事業内容に見合った適正な規模であった。
○受益者である沖縄電力は、総事業の2/3を負担しており、
事業内容や他の事業の負担割合から判断しても妥当であっ
た。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要なも
のか等について額の確定時において支出等に関する書類に
より確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○

沖縄県

交付対象
事業費

137,000千円

渡嘉敷配電塔からの6kV配電線路工事

（渡嘉敷配電塔引出工事（管路工事））

補助対象外経費
68,483千円

補助金
136,966千円

沖縄電力㈱
136,966千円

旅費
事務費
34千円

工事費
120,358千円

㈱沖電工
110,225千円

22kV渡嘉敷線に関する管路人孔工事

（22kV渡嘉敷線（渡嘉敷側地中線路工事））
㈱東部電気土木

10,133千円

22kV渡嘉敷線に関する物品購入

（22kV用碍子購入）

物品購入費
16,608千円

沖縄新エネ開発㈱
1,273千円

22kV渡嘉敷線に関する物品購入

（22kV用絶縁電線購入）

ファーストライディング
テクノロジー㈱

1,903千円

22kV渡嘉敷線に関する物品購入

（22kV用手動ガス開閉器購入）

沖縄日下部産業㈱
1,693千円

22kV渡嘉敷線に関する物品購入

（電柱購入）

沖縄テクノクリート㈱
2,794千円

22kV渡嘉敷線に関する物品購入

（22kV用電力ケーブル購入）

沖縄プラント工業㈱
2,043千円

22kV渡嘉敷線に関する物品購入
沖縄電機工業㈱

5,491千円

22kV渡嘉敷線に関する物品購入
（22kV用がい管形終端接続部購入）

㈱浦添電材
1,131千円

22kV渡嘉敷線に関する物品購入

（22kV用直接接続部購入）

沖電企業㈱

280千円


